Memories of studying life in Berlin by 木村, 文夫 et al.
　私は，2006年 4月から 1年間，ベルリンのフン
ボルト大学（ベルリン医科大学）Charité, Campus 
Virchow-Klinikum （CVK）のPeter Neuhaus教授のも
とに留学しております。
　ベルリン医科大学の附属病院はCharitéと呼ばれ，そ
の歴史はペストの療養所（Pesthaus）に始まり，300年
の歴史があります。1810年に医科大学となり，近代病
理学の祖と仰がれるRudolf Virchow （1821-1902）や結
核菌の発見で知られるRobert Koch （1843-1910）が教
授を務めた歴史ある大学です。私が滞在しているCVK
はRudolf Virchowに由来しています。CVKの広いキャ
ンパスの入り口にはDeutsches Herzzentrum Berlinが
併設されています。この施設はその名のとおりドイツ
の心臓外科の中心施設で，Charitéとは独立した施設で
す。100年以上の歴史を持つ石造りの建物を改修し，内
部は近代的な施設となっており，心臓移植も含めて年
間3000件の心臓外科手術が行われているそうです。そ
の外観からは想像も出来ない内容に驚かされます。高
い天井や，石造りの階段ホールを見ると千葉大学の旧
病院が当時のドイツの病院施設をお手本に設計された
ことが良くわかります。Herzzentrumの建物をくぐる
とCVKのキャンパスが広がります。中央に真っ直ぐ延
びた緑地帯があり，その右側に内科，婦人科，小児科
病棟が，左側には外科系の病棟が連なり，全ての病棟
は地下の広い連絡通路によって結ばれています。左右
の建物は統一されたデザインで，緑地帯に面した部分
は全て低層となっており，圧迫感がなく，その大きさ
を感じさせません。中央の緑地帯は患者さんや職員の
憩いの場となっています。外科系の連絡通路の 2階部
分には手術室が連なり，その後ろ側に高層の外科系病
棟が配置されています。外来，手術室，ICU，一般病棟
ともに我が千葉大学附属病院の 2 - 3倍の十分なスペー
スがあり，羨ましい限りです。千葉大学も新棟建設に
よる施設の拡充が待たれます。Charitéは現在，本部の
あるCharité Mitte，Campus Benjamin Franklin，そし
てCVKの 3つの大学病院から構成される巨大な医療組
織です。東西統一前はそれぞれフンボルト大学（旧東），
ベルリン自由大学（旧西），ベルリン工科大学（旧西）
の附属病院でしたが，東西統一に伴い， 3つの付属病
院がCharitéとして統合された経緯があります。この量
と質を兼ね備えたCharitéも難問を抱えています。ドイ
ツ政府の財政難のため，30%以上の規模縮小を迫られ
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写真 1　CVKの全景
　中央に緑地帯，右に内科系，左に外科系病棟が整然と並ぶ。
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ているとのことです。
　P. Neuhaus教授はHannover大学でPichlmayr教授
のもとで学ばれた後CVKの主任教授に就任されていま
す。Neuhaus教授の主宰されるKlinik für Allgemein-, 
Viszeral-, und Transplantationschirurgieはその名のと
おり急性虫垂炎から肝移植まで幅広い分野を扱います。
肝胆膵外科の症例が中心ですが，食道癌から直腸癌，
甲状腺，血管外科の手術も行われています。年間の肝
移植症例数は130-150例で，ヨーロッパでも屈指のセン
ター施設です。スタッフは50名程で，毎朝 7時30分か
ら症例検討会が行われ，9時頃には 6つの手術室でほ
ぼ同時に手術が始まります。移植は肝，腎，膵移植が
行われていますが，その多くは脳死移植で，移植が 2
症例平行して行われることも珍しくありません。6つの
手術室には毎日待期手術が予定されていますが，移植
の連絡が入ると，極めて迅速かつ柔軟な対応で，移植
手術のための手術室とスタッフが確保されます。移植
手術も通常の待期手術と殆ど代わらないスタッフ数で
決まった手順で淡々と行われています。手術件数が多
ければ術後合併症も少なくありません。充実した ICU
と移植病棟がそれを支えてしています。手術室や ICU
の機材も大変充実しています。電子カルテも非常に分
かりやすいインターフェースが用いられています。患
者毎に配置されたディスプレイには常に経過表と投薬
内容が表示されています。検査結果，投薬指示，カル
テ記載等の画面も瞬時に切り替え可能で，各画面のリ
ンクも非常に上手くできています。CVKのあらゆる面
にドイツの合理主義が強く感じられます。Neuhaus教
授の手術は鋭的切離を基本とし，結紮操作が少なく，
非常に手早い手術です。私にはとてもまねの出来ない
すばらしい手術です。まさにMeisterです。ある時，
写真 2　外科病棟
　手前に外科の外来棟及び手術室，奥に高層の病棟を望む。
写真 3　Charité MitteにあるRudolf Virchow記念碑
101ベルリン留学記
Neuhaus教授にCVKの手術の印象を聞かれ，「先生の
鋭的切離は極めて印象的です。これはドイツ式なので
すか，それともNeuhaus methodなのですか?」と伺う
と，笑いながら「日本の外科医の目には私の鋭的切離
が新鮮に映るかもしれない。しかし，我々の手技がド
イツのスタンダードと言うわけではないよ。」と仰って
いました。Neuhaus教授の手術は移植外科の豊富な経
験に基づいたNeuhaus methodのようです。Neuhaus
教授の専門知識や手術手技は勿論のこと，CVKの施設，
症例数，診療内容，全てが魅力的です。Neuhaus教授
の元に短期・長期の留学生が絶えない所以です。
　渡独する際の心配の一つは言葉の問題でした。英
語は片言ながらどうにか意思の疎通は出来るだろうと
思っていましたが，ドイツ語は学生時代の第二外国語
以外に勉強したことはありません。幸い，CVKの外
科医の多くは英語が上手なので，ドイツ語が出来なく
ても大きな問題はありませんでした。また，CVKには
日本とドイツの学生交換プログラムで東京女子医科大
学や埼玉医科大学に短期間ながら滞在した経験のある
若い外科医が数人いて，顔を合わせると「オハヨウゴ
ザイマス !」と気軽に声をかけてくれます。しかし，外
人局や区役所，銀行，商店ではそうはうまく行きませ
ん。英語を話せるスタッフはかなり限られます。会話
が成立したように思っても，細かな点が伝わりにくい
のが現状です。現在ドイツでは小学生から英語教育が
導入されているようですが，その能力は個人差が大き
いというわけです。中高年のドイツ人の中には英語を
全く受け付けない，あるいは毛嫌いする人も目立ちま
す。これには，旧東ドイツでは外国語としてロシア語
を強要されていたということも一因しているようです。
私のドイツにおける言葉の問題の主たる原因は私の勉
強不足にあることは議論の余地がありません。しかし，
日本で暮らす外国人が，役所や銀行の手続き，職場，
日常の生活，全てを英語だけで済まそうとすれば，さ
らに困難な状況が予想されます。日本社会の国際性の
低さを痛感せざるを得ません。
　CVKに滞在する留学生の出身地は東ヨーロッパ，中
近東，東アジアと様々です。驚くことは彼らの多くが
ドイツ語と英語をマスターしており，中にはフランス
語までマスターしている人もいることです。CVKで親
しくなったトルコ人留学生Dr. Kayaがその一人です。
彼は，CVKで臨機応変にトルコ語，英語，ドイツ語を
使い分けていて驚いたのですが，聞いていてみると，
フランス語が一番得意なのだと言います。アジアの多
くの国々では学生時代の教科書は全て英語です。母国
語の医学書はほとんど無いと言います。英語なしには
大学を卒業出来ません。トルコのエリートの多くは英
語かフランス語を公用語とする私立中学・高校を卒業
し，大学卒業後はヨーロッパやアメリカに職を求める
人も多いとのことです。彼らにとって外国語は特殊な
ものではなく，学生時代から日常的に必要とされ，生
き残るために不可欠のものなのです。一方，ドイツや
フランスは充分に豊かな国であり，日本と同様に外国
語をあまり必要としない状況にあったようです。特に
フランス人の英語嫌いは有名です。ところが，最近の
フランスの若者の間では英語位話せないと格好悪いと
写真 4　Neuhaus教授と
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いう意識があるらしく，英語を話すフランス人が急速
に増えているようです。また，ドイツ人に聞くと，ド
イツ語と英語は親類関係にありドイツ人にとって英語
は比較的簡単な言語だが，フランス語は発音が非常に
難しいと言います。EUが益々拡大しヨーロッパの国境
が消えようとする中で，共通語としての英語の必要性
が高まっていると思われます。英語の本家であるイギ
リスが国家の主権を尊重してEU加盟を拒む中，アメリ
カの文化や資本とともに英語がEU内に徐々に，しかし
確実に浸透しているようです。このような状況を見る
と，日本が極東の島国で，経済的に豊かであるがため
に日常生活において外国語を殆ど必要としていないこ
とが良く分かります。日本人の語学力や外国語教育に
は様々な議論がありますが，外国語の必要性の欠如が
その根本にあることを改めて認識しました。
　ベルリンは緑が多く道路や交通機関がよく整備され
た静かな街です。ベルリンの中心部は，高さが統一さ
れた 4，5階建ての建物が並び，ヨーロッパの古都で
あることを実感させます。しかし，ベルリンの街並み
にはパリ，ロンドン，ウィーンのような華やかさはあ
りません。ベルリンは東京と同様に大戦で徹底的に破
壊され，建物の多くは戦後に修復ないし再建されたも
のです。戦後，ベルリンは東西に分断され，西ベルリ
ンは東西統一まで連合軍の占領地であったと聞きます。
戦後，東京と同様に，商業都市として復興した旧西ド
イツのフランクフルトやデュッセルドルフとは対照的
に，経済基盤が非常に乏しかったベルリンの再建がい
かに厳しい道のりであったか想像に難くありません。
東西統一後，首都がボンからベルリンに移り，ベルリ
ンは言わば発展途上にあります。ベルリンでは今，街
のあちこちで工事現場を見かけます。ベルリンの都市
計画を見ると，ブランデンブルク門や博物館等を中心
に旧市街地が一層整備され，その東側にはシュプレー
川沿いに高層ビル群の建築が予定されています。ドイ
ツ人は決して事を急ぎません。しかし，確実に合理的
に新しい街作りを進めることでしょう。10年後にもう
一度ベルリンを訪れ，街の成長をこの目で確認したい
ものです。
　ベルリンの周辺には広大な森と湖沼が広がっていま
す。人口300万人を超える大都市が深い森の中にひっ
そりと隠れていると言った感じです。ベルリンの中心
部から電車で15分程の所に，グリム童話に出てくる深
くて少し怖い森が今も健在なのです。日本の大都市で
は考えられない恵まれた自然環境です。その森の中に
一戸建ての住宅が整然と並んでいます。どの家もそれ
程広い庭があるわけではありませんが，日本の都市部
の住宅と比べるとお屋敷です。長く厳しい冬を森の中
で過ごすことは決して容易なことではないように思わ
れますが，ドイツ人はクリスマスや復活祭を楽しみな
がらひたすら夏の到来を待ち続けます。長い冬が終わ
り，太陽が復活すると状況は一変します。5月，ベル
リンの街路樹も森も一斉に新緑になり，花々が咲き乱
れます。空の青さと木々の緑，美しい花々，澄んだ空
気と湖が織りなす風景は非常に美しく印象的です。こ
の風景を見るとドイツ人が森を好む理由が理解できま
す。森の中の住宅に住み，自然と共存することがドイ
ツ人の夢であり，ステータスの証しなのです。因みに，
Neuhaus教授も森の中にお住まいです。
　夏になると森の中に散在する湖は日光浴や湖水浴を
楽しむ人々で賑わいます。海から遠いベルリンでは湖
水浴が一般的です。市内にはプールもたくさんあるの
ですが，夏は湖水浴と決まっているようです。ある夏
の夜，ドイツ人の知人と湖畔のレストランで食事をし
ていると，薄暗い中，子供が 1人で湖水浴をしている
のに気づきました。知人に危なくないのかと聞くと，
笑いながら，ドイツでは当たり前のことだと言われま
した。当然，水の事故はあるのですが，それに目くじ
らを立てて，遊泳禁止にしようなどと言う人は誰もい
ません。森の中で暮らし，自然と慣れ親しんできたド
イツ人の考え方です。自然との共存をとうの昔に忘れ
てしまった日本人の 1人として考えさせられる出来事
でした。
　ベルリンと言えばベルリン・フィルやオペラを連想
される方も多いと思います。クラッシックファンの端
くれとしてはまたとないチャンスです。ところが，ベ
ルリン・フィルのプログラムを見ると自分の好きな曲
目が見あたりません。現在音楽監督を務めるサイモン・
ラトルによって，ベルリン・フィルのレパートリーが
以前と大分変わった様子です。ベルリン・フィルが生
き残りをかけ，レパートリーを広げるためにサイモン・
ラトルを選んだという説もあります。年が明けてやっ
と私の大好きなブラームスやチャイコフスキーのプロ
グラムが現れて，Philharmonieへ通い始めた次第です。
ベルリン・フィルの拠点であるPhilharmonieの建物は
大変モダンなデザインで，そのテントのような形から
「カラヤンサーカス」のあだ名もあるそうです。ウィー
103ベルリン留学記
ン・フィルが拠点とする楽友協会ホールが極めて古典
的なデザインであるのと対照的です。東京のサントリー
ホールはPhilharmonieをお手本にして作られたと聞い
ています。規模はPhilharmonieの方が一回り大きい感
じですが，内装は極めて簡素です。ステージを取り囲
むような座席の配列やステージの真上に設置された反
射板はサントリーホールを強く連想させます。ベルリ
ンフィルの特徴は演奏の正確さとハーモニーの美しさ
にあるようです。優れた音響効果を持つホールがそれ
を一層引き立てます。一方，Staatsoperの建物はやや
手狭で，ミラノやウィーンのオペラ座に比べると規模
が非常に小さく，内装外装ともに質素です。しかし，
ホールが狭い分，ステージが近く迫力ある舞台が楽し
めます。普段の開演は 8時前後と遅いのですが，週末
には夕方の早い時間に始まる家族向けのプログラムも
あり，子供連れでもゆっくりバレエやオペラを楽しむ
ことが出来ます。チケットもそれ程高価ではなく，ま
た，服装の規定もありませんので堅苦しさは全くあり
ません。本場ドイツならではの誠にありがたい環境で
す。というわけで，Staatsoperには何度も足を運ぶこ
とになりました。クリスマスの「くるみ割り人形」や
元日の「魔笛」はお祭りムードもあり，大変熱のこもっ
た実に楽しい舞台でした。Staatsoperのオーケストラ
（Staatskapelle Berlin）はコンサート活動もしています。
普段はステージ下の狭いボックスの中で演奏している
オーケストラの晴れ舞台です。演奏の正確さではベル
リンフィルに軍配が上がりますが，バレンボイム率い
るStaatskapelleの迫力ある熱のこもった演奏も魅力で
す。
　フンボルト大学，ベルリン，ドイツ，ヨーロッパ，
御報告したいことはまだまだ沢山あるのですが，書き
出したらきりがありません。この一年間は，仕事，日
常生活，趣味，全ての面において日本では得難い貴重
な体験の連続で，大いに見聞を広めることが出来たと
思っています。家族にとっても，一生忘れられない思
い出になることでしょう。多少言葉に苦労しながらも，
どうにか慣れたベルリンの生活も残すところ僅かとな
りました。この場をお借りして，この留学の機会を与
えて下さった宮崎　勝教授に心から感謝するとともに，
留守を預かってくれた教室員の皆さんに御礼申し上げ
ます。
